
2011年国際学術シンポジウム
「高等教育を取り巻く環境変化と日本語教育」
開催主旨
　現在、世界的な不況により、雇用への危機が生じている。台湾の大学以上卒業者の失業率は2005年から右肩上がりに伸びてきたが、サブプライムローンの影響もあり、その状況はさらに悪化を辿り、2009年の失業率は5.85％に上る。年齢別でみると、15歳～24歳の失業率はすべての年齢階級で最も高く、とりわけ20～24歳の失業率は14.67％にも達している。また、危機の中で顕在化したのは、従来のやり方では必ずしも安定雇用は期待出来ず、新たな社会モデルが求められているという事実であり、大学を中心とした高等教育も、そうした新たな社会モデルの中での自らの位置付けの模索を迫られている。社会の新たなニーズに応じた人材をどのようにして育成するかは、各学校が現に直面している大きな問題である。今後、学生に職業社会に直結した知識や技能を如何に習得させ新たな社会に適応するキャリア形成を積ませるかは、高等教育の大きな課題の一つになると思われるが、具体的にはどのような人材が求められているのか。

　グローバル化に伴う産業構造の変化に伴い、職業構成でも変化が起きているが、それは今後さらに激しさを増すであろう。まずは、そうしたグローバル化の中で先導的な役割を果たすことが出来る人材、すなわちグローバルエリートの育成がますます重要になると考えられる。より高度な知識の習得を目指す高等教育の役割として、エリート人材の育成が極めて正統的なものであることは否定できない。ただ、その一方で、高等教育へ進学する学生の質の低下が現実問題として浮上してきている以上、如何にして学生の能力の着実な底上げを行うかといった課題が存在することもまた事実である。近年になって台湾では大学数が急速に増加しており、それは少子化とも相まって、普通大学の入学合格率は1999年の59.83％から2009年の97.14％へと、技術学院・大学の入学合格率は1999年の32.79％から2009年の62.81％へと急激に上昇している。「大学全入」時代は、もうすぐそこである。近年、自分の将来について明確な展望が持てずにいる学生が増えていると言われるが、そのような学生に、適切なカリキュラム編成の下で職業社会に出てすぐ使える知識や技能を習得させることが、新たに高等教育に期待されるようになってきているのである。

　エリートの育成と着実な底上げ。一見相反するようではあるが、社会のニーズに合った優れた人材を育成するという点では変わりはない。そして、エリートの育成であれ着実な底上げであれ、台湾の高等教育を取り巻く変化の中で日本語教育が果たさねばならない役割は決して小さくないはずである。幸いにも日本語教育には、グローバル化への対応を含めた職業社会での実践的知識を提供してきた経験や、様々な学習者に合わせて教授内容や教授法を工夫してきた経験がある。日本語教育は今後、そうした経験を踏まえながらも高等教育を取り巻く新たな状況に見合った内実を構築していかなければならない。

本シンポジウムでは、上述した状況認識に基づき、日本語研究関連領域における学術交流と研究成果の共有を図ることを目的とすると同時に日本語教育が高等教育の中で現代産業社会に対して果たすべき役割を議論し、日本語教育の進むべき新たな方向性を提示したいと思う。

2011年國際學術研討會

「高等教育的環境變化與日語教育」
主辦宗旨
現今由於全球性的經濟不景氣，衍生就業困難的危機。在台灣，大學以上的畢業生失業率自2005年開始逐漸攀升，再加上美國次級房貸的影響，就業情況更是雪上加霜，2009年時失業率更攀升到5.85%。從年齡層來看，15歲至24 歲的失業率在所有年齡層當中居於首位，特別是20歲到24歲的失業率更高達14.67%。再者，在此危機當中所顯現出來的事實是，我們已經無法期待以往的雇用方式能繼續維持雇用的穩定，我們需要的是一種全新的社會型式。同時，以大學為中心的高等教育也不得不在此新的社會型式中摸索出自己的定位。如何培育出能夠符合社會新需求的人才，是各個學校目前所面臨的重大問題。今後，如何讓學生習得與就業市場相關的知識或技能，以及如何養成學生符合社會新需求的職業能力，乃是高等教育的重要課題。然而，具體來說，究竟我們需要的是怎樣的人才呢？

    隨著全球化帶來的產業結構轉變，就業市場的結構也產生變動，此種變動今後應該會更加劇烈吧。首先，培育在全球化當中能夠扮演開路先鋒角色的人才，也就是具備全球視野的優秀人才，這件事越來越受到重視。高等教育的角色是以更高深的知識學習為其目標，以培育優秀人才為其首要任務，此點不容置疑。但是，另一方面，往高等教育升學的學生素質逐漸低落，亦是不可否認的事實。因此，如何確實地提升學生的能力，成為不可忽視的課題。近年來，台灣的大學數量快速增加，再加上少子化的趨勢，一般大學的入學率從1999年的59.83%增加到2009年的97.14%，技職學院的入學率從1999年的32.79%快速增加到2009年的62.81%。所謂「人人都可上大學」的時代，可說即將來臨。在此同時，對於自己的未來無法明確規劃的學生人數也不斷增加。對於這樣的學生，如何透過適當的課程規劃，讓他們在校期間便能習得進入就業市場後，可以立即活用的知識或技能，已成為目前大家對高等教育的新期待。

    優秀人才的培育以及全體學生能力的提升，表面看來兩者似乎是相對立的概念，但是就培養符合社會需求的優秀人才這點來說，兩者卻是相通的。不論是優秀人才的培育，或是全體學生能力的提升，在台灣高等教育的轉變中，日語教育應能發揮不小的影響力。幸運的是，日語教育在培育學生面對全球化挑戰時所需具備的各種實務技能，以及努力開發各種因材施教的教學內容與方法等方面，已具有相當的經驗。今後，日語教育必須以此經驗作為基礎，持續建構能符合高等教育新局面之方法與內容。

  基於上述的認識與瞭解，本研討會之目的在於促進日語相關研究領域的學術交流與研究成果的分享。同時探討在高等教育中，日語教育之於現代產業社會所應扮演的角色，並對於今後的日語教育勾勒新的發展方向。
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